
大
正
四
年
同
月
ニ
↑
て
同
第
三
種
郭
仮
物
認
可
ム
毎
月
一
回
ご
周
辺
行
)

干テ習宣昔日一月一十年斗ゴ示日日省
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輔

載

砦
車

多
牧
手
段
ご
し
て
の
酒
税
・
・
・
・
・
・
法
皐
博
士
一
押
戸
正
雄

笠
間
藩
の
民
政
・
・
•••.•••••. 

喜
一
墜
博
士
本
庄
築
治
郎

安
定
期
経
済
月
子
ご
愛
革
期
経
済
事
・
・
経
済
皐
博
士
石
川
興
二

ロ
ン
グ
ア
ィ

1
C
aの
慣
値
論
5
分

配

論

・

・

電

量

博

士

堀

経

犬

搾
品
川

是也

oilll 
明剛

我
岡
の
市
町
村
義
務
費
に
杭
い
{
て
目
-
-
空
間
早
土
小
山
田
小
七

金
魚
替
準
備
へ
の
再
昨
味
・
・
・
・
・
・
湾
縄
県
土
松
岡
孝
児

詮
券
資
本
主
義
閥
抗
資
本
の
構
造
・
・
・
搾
海
月
十
土
石
田
興
平

カ
ル
テ
ル
法
へ
の
要
望
・
・
・
・
・
・
・
同
士
宮
市
士
磯
部
喜
一

競

売

貨
幣
の
慣
値
に
就
い
て
・
・
・
・

-
-
-
f
~
皐
博
士
高
田

人
口
動
態
花
行
法
則
を
論
ず
.
，
•.• 

空
持
率
士
三
谷

矯
替
相
場
の
整
動
に
就
て
・
・
・
・
・
・
法
泉
士
正
井

附

録

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題
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ま豆

蒋

言告T

叢
第

三

十

五

答

第

五

抗

(
温
嘩
掃
罰
百
九
抽
)

昭
和
七
年
十
一
月
稜
行

号令 1，

~ 

叢

F
p
w
f
k
z
a
u
ぇ

:

:

肺

〉

后

当

a3

3
4
1
7
ι
z
j
L
1
u
h在
京
ν

紳

戸

正

古住

緒

言

今
日
の
、
そ
し
て
今
後
嘗
分
の
聞
の
我
園
財
政
の
特
徴
は
赤
字
財
政
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
、
我
園
財
政
の
靖
め

の
最
大
切
な
営
面
の
問
題
は
、
之
に
鹿
守
る
が
矯
め
の
多
牧
な
る
有
力
穂
積
を
見
出
す
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
勿

論

一
面
に
支
出
の
緊
縮
し
得
る
限
り
は
之
を
緊
縮
す
る
方
策
を
も
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
け
れ

E
点
、
其
方
は

却
っ
て
時
局
匡
救
と
い
ふ
必
要
か
ら
、
更
ら
に
は
満
洲
事
盤
の
潟
め
と
い
ふ
こ
と
も
あ
っ
て
、
金
曜
上
減
縮
ど
こ

ろ
か
却
っ
て
増
加
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
や
う
な
大
勢
と
な
っ
て
居
る
。
業
慮
で
財
源
を
主
と
し
て
益
慣
に
求
め
つ

多
牧
手
段
と
し
て
白
酒
税

第
三
十
五
巻

五
九
七

第
五
披



多
取
手
段
と
し
て
の
酒
税

第
三
十
五
巻

五
九
八

第
五
競

一
時
の
慮
置
と
し
て
は
恕
す
べ
き
で
あ
る
け

つ
あ
る
の
が
今
の
我
邦
財
政
だ
が
、
業
れ
は
精
々
一
一
隔
年
の
腰
高
一
品
、

れ
ど
も
.
葉
を
年
々
歳
々
繰
返
す
と
い
ふ
課
に
は
桂
〈
ま
じ
〈
、
何
と
し
て
も
永
績
性
あ
る
租
税
を
も
利
用
し
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
其
虞
で
今
日
、
多
牧
見
込
あ
る
税
の
利
用
と
い
ふ
こ
と
が
急
務
と
い
ふ
こ

と
に
な
る
。
元
来
、
税
に
要
望
せ
ら
る
る
所
の
資
格
は
、
車
に
多
牧
と
い
ふ
こ
と
の
み
に
あ
る
の
で
は
な
〈
、

h
u

し
ろ
公
正
の
方
が
一
層
に
も
大
事
な
こ
と
で
あ
る
。
此
二
の
も
の
が
並
行
し
得
れ
ば
良
し
。
葉
が
出
来
な
付
れ
ば

む
し
ろ
岳
正
ぞ
杭
る

1
し
わ
い
レ
m
ん
て
Jtv
サ
心
。
川
和
し
試
は
掛
川
正
常
附
の
こ
と
?
の
っ
て
、

執
が
ん
I
時
の
や
う
に
具

常
時
と
な
る
と
、
必
十
し
も
本
則
に
の
み
拘
は
れ
て
居
る
こ
主
は
出
来
示
、
多
少
公
正
原
則
に
は
不
荷
足
で
と
し

て
も
、
何
は
兎
も
あ
れ
多
牧
第
一
E

と
し
て
、
主
(
に
最
良
〈
適
合
す
る
も
の
ぞ
求
め
て
、
之
に
依
り
て
時
代
の
要
求

に
臆
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
が
く
の
如
く
恒
A
T
一
公
正
原
則
に
は
多
F

少
不
満
足
と
し
て
も
、
多
牧
原
則
に
合

す
る
も
の
が
酒
税
に
存
す
る
こ
と
は
人
の
庚
〈
認
め
る
所
で
あ
る
。
そ
し
て
賓
際
ぬ
事
例
も
大
龍
之
を
脅
し
、
各

固
に
て
酒
税
収
入
は
税
位
入
中
に
就
き
て
重
き
を
成
す
。
七
だ
各
国
の
税
制
は
理
論
の
み
に
従
ふ
て
成
立
す
る
も

の
で
は
な
〈
.
其
々
の
歴
史
的
援
蓮
の
産
物
だ
か
ら
し
て
、
固
に
よ
ち
て
酒
税
が
重
さ
を
成
す
度
合
は
一
様
で
な

〈
、
我
闘
に
於
て
其
が
最
重
き
を
成
し
て
居
る
の
を
見
出
し
、
英
国
が
之
に
近
〈
、
潤
偽
に
至
h
ノ
て
は
可
な
り
に

距
り
の
あ
る
の
を
見
出
す
の
で
あ
る
長
一
}
O

そ
し
て
其
の
恰
も
此
が
濁
逸
に
て
割
合
に
重
き
を
成
さ
ぬ
の
は
、
か

し
ろ
此
国
財
政
の
弱
味
で
あ
る
と
も
い
は
る
る
ほ
ど
で
あ
っ
て
、
酒
消
費
量
の
大
小
が
必
中
し
も
人
々
の
所
得
の

大
小
と
並
行
ぜ
示
、
其
虞
に
公
平
上
の
根
本
の
疑
問
を
包
癒
す
る
と
し
て
も
、

一
層
宮
め
る
者
が
一
屠
優
等
な
る
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酒
を
消
費
す
る
と
い
ふ
こ
と
に
於
け
る
、
之
が
消
費
と
給
付
能
力
と
の
聞
係
も
あ
つ
も
、
之
を
遁
営
に
酌
み
得
る

や
う
な
課
税
方
法
と
い
ふ
も
の
も
考
へ
得
ら
る
る
し
、
特
に
此
の
酒
な
る
も
の
が
本
来
、
人
の
生
活
上
に
於
け
る

勝
目
養
費
料
で
は
な
く
し
て
、
な
し
ろ
享
集
方
便
に
麗
し
、
其
使
用
否
な
其
遁
用
が
人
の
健
康
、
風
俗
、
家
計
に
有

害
な
る
影
響
を
札
つ
に
於
て
、
業
が
或
程
度
の
制
限

E
い
ふ
こ
と
の
望
ま
し
き
も
の
だ
と
い
ふ
の
で
、
其
を
課
税

に
よ
り
て
制
限
す
る
の
通
営
に
し
て
、
剖
ち
之
が
使
用
を
制
限
し
つ
つ
耽
牧
入
e

ゲ
薗
庫
に
暴
げ
し
む
る
こ
と
に
な

り
得
る
所
の
、
野
筒
の
税
能
力
め
る
者
修
的
消
費
と
い
ふ
か
、
少
く
と
も
必
要
な
ら
ゴ
る
物
の
消
費
で
め
り
、
殆

ん
E
到
る
庭
に
、
少
〈
と
る
一
の
、
重
な
る
消
費
税
と
せ
ら
れ
ふ
の
も
不
思
議
で
は
な
〈
、
若
も
消
費
税
を
一
般

-
1
7
4
1
6
1
:
r
J
:
i
;
 

l
-
4
1
M
J
U
あ
'F
ト
茸
~
L
L
ふ
VFLl
市

1
1
7
i
iー
:

ー

唱

、

:
i
f

縦
事
仁
制
d
F
J
q
f
l
L
L
J
口コ
L
U

h

l

ー

;

ぃ

:
:
1一-

し
ョ
カ
ら
す
、
之
を
相
似
H
ハ
寸
る
ご

2

を
属
躍
せ
ぬ
と
い
ふ
立
場
に
あ
る
以
上
は
、

此
酒
税
は
何
と
し
て
も
先
づ
以
て
採
ら
ぬ
こ
と
は
出
来
十
、
事
情
に

よ
り
で
は
之
が
多
肢
を
出
来
る
だ
け
利
用
す
べ
き
も
の
と
す
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
我
固
に
於
け
る
酒
税
肱
入
を

見
る
と
、
近
頃
減
肢
の
傾
向
が
あ
っ
て
、
或
は
之
に
よ
り
今
日
の
多
牧
必
要
に
臆
ぜ
し
め
る
と
い
ふ
こ
と
が
最
早

不
可
能
の
般
態
に
あ
る
か
と
も
思
は
る
る
の
で
あ
る
が
、
併
し
此
酒
よ
り
し
て
の
我
闘
の
過
去
に
於
げ
る
財
政
牧

入
上
の
働
き
に
考
へ
、
夏
ら
に
英
国
の
之
か
ら
翠
げ
る
肱
入
を
も
併
せ
考
ふ
る
に
於
て
、
之
か
ら
し
て
の
一
層
の

堆
肢
を
断
念
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
む
し
ろ
其
滅
牧
の
原
因
を
も
尋
ね
て
、
之
を
出
来
る
だ
け
排
除
し
、
改
良

す
べ
き
は
出
来
る
だ
け
改
良
し
て
、
も
っ
と
之
か
ら
し
て
増
肢
を
計
る
の
方
策
な
き
ゃ
を
考
へ
て
見
た
の
が
此
の

一
丈
で
あ
る
。
恐
ら
〈
時
需
に
鹿
守
る
こ
と
を
得
る
も
の
と
な
ら
う
。

多
岐
手
段
と
し
て
の
酒
税

五
九
九

第
五
時
碗

第
三
十
五
巻
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多
岐
手
段
と
し
て
白
酒
税

第
三
十
五
巻

第
五
戒

六
O
O

四

(
珪
ご

mw
英
園
に
て
は
所
得
税
が
第
一
に
大
な
収
入
を
奉
げ
、
酒
税
が
之
に
次
い
で
の
大
収
入
を
奉
げ
る
。
其
一
九
二
九
三

O
年
の
所
得
税

収
入
は
二
億
九
千
七
百
五
+
高
時
切
で
あ
り
、
酒
税
収
入
は
山
市
宇
酒
よ
り
七
千
九
百
高
時
、
的
火
酒
よ
り
四
千
四
宵
高
時
、
的
葡
荷
酒
ι
p
b
四
百

五
十
高
時
明
、
計
一
億
二
千
七
百
五
十
蔦
疎
で
あ
づ
た
。
そ
し
て
一
九
一
一
一

0
年
度
白
酒
税
牧
入
は
山
多
酒
七
千
一
一
白
一
一
一
十
議
時
、
州
山
ル
ハ
清
一
一
一
千
六

百
七
十
高
時
間
mw
葡
萄
酒
、
火
活
、
歩
調
関
税
一
千
七
百
十
高
棟
、
的
免
許
税
四
百
八
十
議
時
、
計
一
億
二
千
九
百
九
十
議
時
だ
と
い
省
令

億
革
一
闘
で
は
我
邦
の
五
六
倍
ほ
ど
の
大
な
牧
入
を
酒
か
ら
挙
げ
て
居
る
。

山
門
英
仰
衡
の
酒
税
収
入
及
其
白
金
枕
牧
入
中
に
於
け
る
地
位
を
比
較
し
た
る
も
の
に
、

例

窃

洩

ゴ1，

主均三

酒
税
収
入

ー

;
-
5
5
6

四
ιぃ
r

E

泊
耳

一
九
二
五

五
九
O

(d) 

一
九
二
六

一
九
二
七

一
九
一
三

一
九
二
五

六

O
八

七
四
八

併

園

六
五

O
百
両
詰

O
九
七

五
七
九

( c) 

突

一
九
二
六

一
九
二
七

一
九
一
三

一
九
二
五

四

三
三
四
八

国

四
四
百
高
層

一
九
二
六

七

{b) 

一
九
二
七

一
九
一
三

一
四

O

本

九
三
宝
島
円

日

一
九
二
五

一
九
二
六

二
一
二

一
一
一
六

一
九
二
七

二
四
二

日
本
田
を
も
附
記
す
る
と
下
の
知

t
な
る
。

全
税
収
入
中
の
泌

-

凶

内

凶

4

、，J

-
巨
〈

五
・
八
五

宜
・
五
七

主
・
丸
一

一
二
・
七
九

八
・
一
七

八・一一一一

六
・
四

一
八
・
七
八

一
六
・
豆
七

一
六
ニ
一
入

一
五
・
七
九

一
九
・
八
五

一
八
・
犬
六

一
九
・

O
五

ニ
。
.
九
九

で
大
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第
-
段

我
薗
酒
税
牧
入
漸
漉
の
大
勢
と
其
原
因

↓
酒
税
牧
入
漸
滅
大
勢
|
|
我
国
に
て
は
酒
税
は
諸
の
税
牧
入
中
の
王
座
を
占
め
る
と
せ
ら
れ
る
が
、
併
し
某
牧

入
は
断
へ
守
護
化
し
つ
つ
あ
っ
て
、
舎
で
は
漸
増
を
示
し
た
が
、
最
近
に
て
は
む
し
ろ
漸
減
を
認
め
し
め
る
。
左

の
如

t
で
あ
る
。

一
九
二
O
|
一
一
一

一』占
一一一・ーエハ
一 一占一
一一-ーハユ

百
?悔

1'1 

二
二
九

二一

O

一
九
二
六
l
ニ
七

一
九
二
七
ニ
八

一
九
一
一
入
|
二
九

一
九
一
」
九

i
一一一。

一
九
三
O
l
コ二

一
九
三
一
|
一
一
一
一
一

一
一
一
六

九九九九九

五四三二一
I I ! I I 

六五日目三ニ

二
四
二

二
三
五

問

二
葉
原
因
|
|
然
ら
ぱ
此
最
近
に
於
け
る
漸
械
の
原
因
は
何
か
き
百

左
の
却
し
。

此
は
色
々
の
方
面
に
之
を
見
出
し
特
る
。

(
誌
二
)
此
に
ワ
き
U

ユ
メ
ル
ダ

1
λ

が
、
酒
税
の
岐
盆
能
力
の
決
定
原
因
と
し
て
、
仰
消
費
者
の
消
費
慣
習
、
印
消
費
者
の
所
得
事
情
、

mw
首

該
笹
業
の
経
務
上
白
地
位
、
向
課
税
に
於
け
る
非
牧
入
的
の
目
的
の
考
慮
、
山
川
租
税
回
避
の
可
能
性
を
奉
円
、
る
の
は
参
考
す
る
に
値
す
る
。
他

の
撃
者
に
て
は
、
例
之
、
パ
ス
テ
ー
ブ
ル
は
、
消
費
税
の
多
取
な
物
に
つ
い
て
は
、
各
国
に
於
げ
る
噌
好
、
慣
習
を
注
意
深
〈
考
察
し
た
く
て

は
k
b
ぬ
。
次
ぎ
に
は
供
給
者
の
方
に
も
法
意
し
な
〈
て
は
な
ら
ぬ
と
し
て
、
上
記
の
も
の
ふ
中
川
と
仰
と
を
指
示
し
て
居
る
。
ア
1
ミ
ダ

1

ジ
旦
ミ
ス
は
、
消
費
枕
白
多
牧
は
、
物
櫨
へ
の
需
要
の
伸
縮
カ
に
か
ふ
り
、
其
は
更
に
鰹
湾
繁
柴
の
情
態
と
、
人
民
の
慣
習
と
に
か
ふ
毛
と
し

て
、
仰
と
仰
と
を
注
意
ナ
。
夏
ら
に
壬
ル
は
、
消
費
者
が
他
枕
特
に
直
接
税
に
よ
リ
て
育
櫓
せ
し
め
ら
る
L

度
合
に
か
ふ
る
と
い
ふ
(
英
国
に

て
は
軸
労
働
者
が
事
賃
上
大
部
分
、
所
得
税
を
菟
ぜ
ら
る
斗
の
に
、
田
明
逸
に
て
は
勢
働
者
の
大
部
分
が
給
料
税
を
課
せ
ら
れ
、
随
づ
て
英
闘
で
は

多
取
手
段
と
し
て
の
酒
税

第
五
披

第
三
十
五
巻

大

O

五
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多
牧
手
段
と
し
て
の
酒
税

第
三
十
五
巻

ムノ、

O 

第
五
務

占
/、

酒
税
を
重
課
し
得
る
け
れ

E
も
、
濁
逸
に
て
は
之
が
重
課
に
躍
践
し
な
け
れ
ば
な

b
ね
こ
と
に
な
る
)
が
、
此
は
前
記
の
仰
と
相
並
ん
で
立
法

者
に
で
考
慮
さ
る
与
も
白
A

一
、
と
し
て
、
別
に
指
奉
し
で
も
宜
し
い
が
、
併
し
芙
は
前
記
五
項
中
に
て
は
、

mw
白
山
・
に
現
は
れ
る
と
も
見
ら
れ

あ
。
宵
ほ
右
、
モ
ル
の
説
を
我
日
木
に
あ
て
ふ
考
F

中
れ
ば
、
我
邦
に
で
国
勢
働
者
の
大
部
分
が
所
得
税
を
質
は
ぬ
現
状
下
に
、
英
固
と
芳
し
〈
、

酒
税
白
重
課
を
縫
明
せ
し
め
る
こ
と
に
な
る
。

山
山
消
費
者
側
に
於
け
る
原
因

、l
ノい
酒
の
消
費
を
節
制
す
る
こ

2
2
な
つ
に
潟
め
!
と
い
ふ
こ
'
ど
が
楠
税
牧
入
減
少
の
原
因
と
い
ふ
こ
と
は

，，，‘、、

併
は
れ
や
と
し
て
、
疋
に
北
九
の
消
地
究
者

Lrし
τ、
わ
く
消
費
節
的
に
向
は
し
め
た
の
に
は
、
碕
々
な
る
輸
械
が
あ

る。

間
第
一
は
、
酒
に
限
ら
宇
一
般
に
物
の
消
費
を
節
約
す
る
の
傾
向
を
増
長
し
た
こ
左
で
あ
り
、
業
は
更
に

同
最
近
の
極
構
情
勢
が
不
況
で
あ
り
、
一
般
世
舎
人
の
所
得
が
減
少
し
、
購
買
力
の
減
少
し
た
鴻
め
に

避
く
べ
か
ら
や
亡
、
其
他
の
色
々
の
物
と
共
に
飲
み
た
き
酒
を
も
差
控
へ
、
禁
酒
又
は
節
酒
と
な
ら
し
め
た
と
い

ふ
こ
と
も
あ
る
。

州
併
し
其
一
般
に
物
の
消
費
の
節
約
に
向
っ
た
L
し
い
ふ
こ
と
は
、
単
に
経
梼
力
の
誠
少
に
よ
り
て
生
じ

た
も
の
の
み
で
な
く
、
之
に
刺
戟
さ
れ
、
又
は
之
と
は
別
に
、
節
約
業
も
の
の
重
要
に
つ
い
て
の
精
神
的
理
解
に

出
づ
る
も
の
も
あ
る
。

間
特
に
酒
の
節
用
と
い
ふ
傾
向
も
認
め
ら
れ
る
。
其
は
更
に

財
閥
民
の
理
性
の
後
達
、
に
よ
り
て
生
じ
得
る
。
段
々
国
民
致
育
が
普
及
す
る
に
つ
れ
、
人
が
其
生
活

12) Schmolde四， a. a. O. S. 29・Bastable，1. c.p・5113・}.l..Tmiti3geSmith， 1. c. p. 
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に
目
畳
め
奮
来
の
不
合
理
な
生
活
方
法
を
盆
々
改
良
し
ゃ
う
と
す
る
こ
と
炉
増
加
す
る
。
か
く
て
、
其
現
は
れ
と

し
て
、
酒
と
い
ふ
や
う
な
弊
害
の
件
ひ
易
き
も
の
を
節
し
て
、
む
し
ろ
、
も
っ
と
人
生
に
有
意
義
な
消
費
を
豊
か

に
し
ゃ
う
と
す
る
の
は
、
大
瞳
望
ま
し
き
傾
向
で
あ
り
、

一
方
に
幾
多
の
替
利
業
者
が
カ
フ
エ
ー
、
バ
ー
な

E
と

色
々
の
工
夫
を
凝
ら
し
て
飲
酒
を
誘
惑
し
つ
つ
あ
る
に
拘
ら
守
、
左
ま
で
飲
酒
量
の
増
加
し
な
い
の
は
、

tま

前
に
い
ふ
た
経
済
上
の
不
況
に
よ
る
所
得
減
少
と
い
ふ
や
う
な
有
力
な
原
岡
に
も
悶
る
け
れ
ど
も
、
又
前
記
の
、

司.

消
費
節
約
の
理
解
と
相
待
っ
て
、
生
活
合
理
化
傾
向
の
費
達
し
つ
つ
あ
る
に
因
る
こ
と
も
少
し
と
せ
向
。

側
一
に
は
又
、
禁
酒
運
動
ド
よ
る
こ
と
も
少
く
あ
る
ま
い
。
主
(
が
恰
か
も
今
日
は
国
民
の
臨
済
上
の
窮

c
v
f
e
)

長
ノ
E
e
h
r
ロ
-
1
3
b
)

、白
t
/
F
L

・
証
二
週
え
り
青
市
七
ご
九
片
ナ
5
mム
降
り
り
伸
府
民
主
つ
慰
問
し

.
;
1
1
P
4
b
-わ
h
y

良
〈
此
運
動
を
受
入
れ
て
、
酒
の
消
費
が
盆
々
減
少
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
此
運
動
者
が
熱
心
に
献

身
的
に
努
力
し
つ
つ
あ
る
の
持
苦
に
劃
し
て
は
、
敬
意
を
表
す
る
け
れ
ど
も
、
其
も
多
少
、
其
度
を
過
し
て
は
居

ら
ぬ
か
、

一
の
問
題
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
其
が
割
払
艦
捕
、
園
民
衛
生
、
善
良
の
風
俗
な
ど
の
上
に
好
果
を
鷲
ら

す
で
は
あ
ら
う
が
、
併
し
此
酒
と
い
ふ
毒
物
炉
、
又
遁
営
度
の
使
用
に
よ
り
で
は
枇
曾
和
合
、
健
康
保
全
、
経
蹄

及
文
化
上
の
努
力
の
促
進
な

E
と
な

b
、
部
ち
或
意
味
に
て
の
百
薬
の
長
と
も
な
り
、
併
せ
て
財
政
上
の
好
き
財

源
と
な
っ
て
種
々
な
る
有
盆
又
は
必
要
事
業
を
準
行
せ
し
め
る
正
い
ふ
や
う
な
働
き
を
も
失
は
し
め
る
こ
と
に
な

る
と
い
ふ
の
は
遺
慢
で
あ
る
。

例
代
用
品
使
用
の
傾
向
と
い
ふ
も
の
も
あ
る
。
|
|
酒
を
用
ゆ
ベ
き
場
合
に
ち
、
賞
際
往
々
に
し
て
、
清
涼

多
岐
手
段
と
し
て
の
酒
税

第
三
十
五
巻

六
O

第
五
時
蜘

七



多
歌
手
段
と
し
て
の
酒
税

第
五
競

/¥、

第
三
十
五
巻

六
O
四

飲
料
に
よ
り
て
、
更
に
は
昆
布
湯
、
茶
、
水
な
ど
に
よ
り
て
代
用
せ
し
め
ら
る
る
こ
と
が
少
〈
な
〈
、
か
か
る
使

用
は
益
々
増
加
し
つ
つ
め
っ
て
、
実
は
前
記
の
一
般
的
な
る
消
費
節
約
傾
向
か
ら
促
.
か
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、
特

に
酒
の
節
用
と
い
ふ
ご
と
に
刺
戟
さ
れ
た
る
も
あ
っ
て
、
要
す
る
に
、
業
が
又
、

一
の
新
し
い
傾
向
と
し
て
人
心

を
支
配
し
、
或
一
の
慣
習
を
作
り
つ
つ
J

の
る
の
で
あ
り
、
其
に
よ
り
て
も
亦
た
自
ら
酒
の
消
費
が
節
せ
ら
る
る
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
其
が
買
に
此
税
減
収
の
大
原
因
と
も
な
る
の
で
め
る
。
又
見
様
に
よ
り
で
は
、
此
は

し
納
税
の
介
話
的
な
Z
山
地
脚
力
枯
?
と
も
な
る
の
?
の
お
〉

は
い
酒
税
の
遁
股
に
よ
る
も
の
|
|
消
費
者
は
前
に
も
い
ふ
や
う
に
し
て
、
其
経
一
情
上
の
困
難
に
促
が
さ
れ
、

又
は
精
神
上
の
理
解
に
よ
り
て
、
酒
の
消
費
を
節
す
る
こ
と
に
よ
り
て
酒
の
負
擢
か
ら
逃
れ
る
こ
と
も
出
来
、
其

矯
め
酒
税
の
減
牧
を
遵
き
得
る
け
れ
ど
も
、
又
、
伎
が
酒
の
消
費
を
つ
づ
け
つ
つ
、
而
も
楠
税
の
負
据
か
ら
逃
れ

る
方
法
を
講
じ
、
其
矯
め
酒
税
肱
入
の
減
少
に
導
い
た
と
い
ふ
こ
と
も
あ
る
。
其
は
、
彼
の
密
造
、
密
轍
入
に
依

る
も
の
で
あ
っ
て
、
此
の
如
き
は
以
前
か
ら
行
は
れ
て
居
る
こ
と
で
、
今
に
初
め
ぬ
こ
と
で
は
あ
る
が
、
併
し
近

頃
の
や
う
に
、
各
人
の
経
済
困
窮
が
甚
し
〈
な
る
と
、

一
層
此
方
法
を
行
は
う
と
い
ふ
も
の
が
多
く
な
る
の
傾
が

あ
る
。
同
替
業
者
側
の
原
因

、
}
ノい
酒
税
の
滞
納
不
納
ー
ー
が
多
く
な
っ
た
と
い
ふ
こ
と
も
酒
税
減
肢
の
一
原
因
で
あ
る
。
そ
し
て
業
は
、

此
枝
に
て
は
遺
石
高
に
最
低
制
限
も
あ
っ
て
、
大
韓
は
相
営
に
買
力
め
る
大
な
資
本
を
有
つ
者
の
み
が
製
遣
す
る

I王unter，Public日nance.p. 216 13) 



や
う
に
な
っ
て
居
る
け
れ
ど
も
、
業
で
も
ま
だ
業
生
産
は
清
酒
に
あ
り
で
は
、
多
酒
の
場
合
ほ
ど
に
集
中
せ
示
、

多
敷
の
営
業
者
が
あ
っ
て
、
随
つ
で
薄
費
微
力
な
る
が
少
か
ら
宇
、
其
も
好
景
気
の
際
に
は
、

(
消
費
者
へ
の
)
が
良
〈
行
は
れ
て
、
生
産
者
は
其
粧
を
自
ら
憎
ふ
こ
と
な
く
し
て
済
ん
だ
が
、

酒
税
の
前
轄

一
朝
に
し
て
近
頃
の

や
う
に
不
景
気
に
な
る
と
、
税
は
前
轄
し
得
守
し
て
、
少
く
と
も
一
部
後
轄
し
て
官
業
者
の
負
擢
に
蹄
す
る
こ
と

主
な
る
o
h
y
〈
て
自
ら
営
業
者
の
倒
産
と
な
り
、
又
は
康
業
と
な
り
、
此
聞
に
政
府
と
し
て
滞
納
乃
至
不
納
に
よ

る
械
肢
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ほ

一
方
、
大
韓
、
消
費
の
減
少
に
よ
り
て
本
税
の
減
牧
を
飴
儀
な
か
ら
し
め
て

居
る
の
に
、
向
其
上
に
も
他
方
此
の
営
業
者
の
滞
納
不
納
か
ら
し
で
も
減
収
を
受
け
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
。

P
C
糊
靴
の
諸
問

l
l酒
税

ω一
一
地
脱
は
間
判
戸
税

JV-J-4行
は
れ

41川
川
、
盟
諸
に
よ
り
て
も
行
は
れ

ノ，、、

る
。
実
は
生
産
者
の
み
な
ら
守
、

商
人
に
よ
り
て
も
行
は
れ
る
も
の
で
、

或
は
密
造
、
密
轍
入
に
よ
り
て
行
は

れ
、
或
は
混
水
、
混
成
な
ど
に
よ
り
て
も
行
は
れ
る
。
此
も
勿
論
、
酒
税
滅
状
の
一
原
因
で
あ
り
、

そ
し
て
其
は

近
頃
の
経
梼
不
況
に
よ
ち
て
、

内
山
政
府
側
の
原
因

い
い
税
の
引
上
|
!
柱
の
引
上
と
い
ふ
こ
左
が
園
民
の
負
握
力
に
不
相
臆
の
も
の
と
な
り
て
.
業
活
め
増
牧

と
な
ら
や
し
て
却
っ
て
減
牧
と
は
る
こ
と
も
あ
り
得
る
が
、
そ
し
て
其
は
酒
税
に
つ
い
て
い
へ
ば
、
酒
税
自
身
の

一
層
増
長
さ
れ
つ
つ
J

の
る
や
う
に
考
へ
ら
れ
る
。

引
上
が
此
作
用
を
佐
川
す
こ
と
も
あ
れ
ば
、
他
の
税
の
引
上
が
酒
税
の
牧
入
へ
反
射
し
来
る
こ
と
に
よ
り
て
同
一
作

用
を
示
す
こ
と
も
あ
石
。
然
る
に
我
闘
に
て
は
形
式
上
に
は
近
頃
は
、
関
税
の
大
引
上
の
外
に
は
大
し
に
増
宰
は

多
段
手
段
と
し
て
の
酒
税

第
三
十
五
巻

六
O
五

第
五
琉

九



多
取
手
段
と
し
て
の
酒
税

第
三
十
半
巻

O 

六
O
六

第
五
披

な
い
。
酒
税
も
大
正
十
五
年
四
月
以
降
、
増
宰
し
た
が
、
返
頃
は
動
か
3
争
、
随
っ
て
此
税
引
上
に
よ
る
減
牧
と

い
ふ
こ
と
は
な
い
の
だ
と
も
い
へ
る
や
う
だ
が
、
形
式
的
に
税
率
を
引
上
げ
?
と
も
、
買
質
的
に
考
ム
る
と
、
業

課
税
標
準
及
税
率
の
如
何
に
よ
り
で
は
、
物
債
下
落
の
影
響
を
受
け
て
増
峯
さ
れ
た
と
同
じ
結
果
に
な
っ
た
。
其

の
潟
め
国
民
の
負
権
力
に
不
相
臆
と
な
り
、
其
高
過
ぎ
る
税
率
の
矯
め
に
牧
入
を
減
じ
つ
つ
め
る
と
い
ふ
こ
L
」が

あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
例
之
、
大
正
十
五
年
四
月
以
降
行
は
れ
た
一
石
、
四
拾
闘
の
酒
税
は
、
茸
(
営
時
物
債
の

r

J

3

i

p

/

m

ヰ
リ
ノ
、
川
、

r
1
3

ト
ム
い
ト
・

1

.
、

寸

)

・

由

主

E
P
}

〉

7
、

4
品

r
レ
ヨ
ご
)
F
I
l
-
-〉

γ』
b
h九

L
‘

-
)
J
'
"
1リ
ノ

"

同

〉

I
h
-
-
a
w

A

応
カ
ト
，

l
仁

諜

1
L
P
J
つ
l
L
刊

t
仁
d
J
J
A
μ
7
1
1
l
J
1
r
H
Jョカョ
i
F

却

V
4
3
1
7
J
カ
〆
イ
レ

h
t
f
u
i
Jい
1
l
C
E
l
i
t
h
-
-一
t

る
。
小
農
の
負
携
す
る
地
租
及
附
加
税
の
如
き
も
課
税
標
準
が
現
在
の
は
大
正
十
五
年
四
月
一
日
現
在
の
も
の
に

依
る
か
ら
、
今
日
の
物
債
下
落
時
代
に
は
、
其
も
税
率
引
上
が
行
は
れ
た
と
同
し
に
な
る
。
此
等
を
考
へ
合
せ
て

見
る
主
、
我
闘
に
で
も
潜
み
た
る
税
率
引
上
が
、
酒
税
に
も
他
の
税
に
も
行
は
れ
て
、
酒
税
減
肢
を
助
け
た
と
い

ふ
こ
と
が
い
ひ
得
る
ゃ
う
で
あ
る
。

ハ
引
非
牧
入
目
的
の
高
調
ー
ー
と
い
ふ
こ
と
が
行
は
れ
た
な
ら
ば
、
酒
税
牧
入
の
減
少
と
な
り
得
る
。
即
ち

酒
税
を
文
数
並
に
世
舎
政
策
上
の
目
的
に
重
き
を
置
き
て
、
成
る
べ
く
酒
の
消
費
を
節
せ
し
め
、
酒
税
牧
入
の
減

少
も
厭
は
?
と
い
ム
態
度
に
て
行
ふ
こ
と
も
出
来
も
。
併
し
其
は
多
〈
の
園
で
は
貫
際
行
は
れ
守
、
課
税
其
も
の

が
必
然
に
消
費
制
限
を
件
ふ
の
を
別
と
し
て
は
、
む
し
ろ
般
入
目
的
に
重
き
を
置
き
て
消
費
制
限
は
後
廻
に
さ
れ

る
。
我
邦
に
で
も
大
瞳
同
様
で
あ
り
、
業
は
最
近
に
な
っ
て
も
宵
ほ
麗
ら
ぬ
の
で
あ
り
、
非
収
入
目
的
高
調
は
格

別
認
め
ら
れ
ぬ
か
ら
、
我
園
酒
税
減
退
の
原
因
と
し
て
、
国
よ
り
之
を
指
示
す
る
こ
と
は
出
来
ぬ
。
但
し
夫
の
非

14) Bela Fdldeo， Fw. 2 AuO. s. 501. 
15) Bastable， 1. c. p. 521. 



牧
入
目
的
が
我
圃
酒
税
の
中
に
若
干
特
別
に
掃
入
さ
れ
て
居
る
と
す
れ
ば
、
其
は
混
成
酒
だ
ら
ゴ
る
生
葡
萄
か
ら

一
般
の
酒
の
消
費

造
る
葡
萄
酒
を
無
税
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、
悲
に
衛
生
有
盆
な
る
特
別
の
酒
を
無
税
と
し
て
、

を
幾
分
な
り
L
」
も
此
方
へ
韓
向
せ
し
め
て
、
酒
税
減
肢
を
酔
せ
。
さ
る
態
度
'T
一
不
し
で
居
る
と
も
見
ら
れ
る
が
、
併

し
岡
民
は
一
般
に
は
此
黙
を
認
識
し
て
居
ら
ぬ
こ
と
で
あ
り
、
其
影
響
は
微
々
た
る
も
の
で
い
ふ
に
足
ら
ぬ
で
あ

ら
う
。

、、，，
F
J川
山
連
股
防
止
の
寛
大
ー
ー
と
い
ふ
こ
と
で
も
あ
れ
ば
、
業
が
ま
た
酒
税
減
牧
を
来
た
す
こ
と
に
な
る
け
れ

ど
色
、
我
邦
に
て
は
、
む
し
ろ
盆
々
之
が
防
止
を
最
宇
宙
一
に
し
て
居
り
、
此
が
属
行
の
矯
め
に
は
、
自
家
用
幡
製
造

}52
梓
守
;
、

K
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奈
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刊
N
U
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A
J
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E
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4
1
J
v
l一
rR
ご
い
ね
十
三

J
げ
と

cγ
力
CJ

訓
、
引
が
税
制
附
U
府
民
Lし

1
H
t

は
、
此
際
問
題
に
な
ら
な
い
。

第
二
段

酒
税
を
-
層
多
牧
な
ら
し
む
る
方
策

酒
税
減
牧
の
原
因
が
以
上
の
如
く
で
あ
る
か
ら
、
之
が
増
牧
の
方
法
も
自
ら
其
よ
り
し
て
推
測
す
る
こ
と
が
出

来
る
。

↑
根
本
策
!
ー
ー
は
酒
専
責
の
賓
施
で
あ
る
。
此
場
合
、
官
業
と
な
る
矯
め
に
多
少
生
産
費
を
大
な
ら
し
め
る
と
い

ふ
こ
と
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
民
業
の
場
合
戸
市
比
し
、
外
装
費
、
庚
告
宣
俸
費
、
接
待
費
な
ど
、
酒
の
管
業
に
特
に

多
い
と
せ
ら
る
る
冗
費
を
節
す
る
を
得
る
し
、
理
研
製
法
を
暁
充
し
て
米
よ
り
色
安
き
原
料
を
一
層
多
〈
に
利
用

多
牧
手
段
'
と
し
て
白
酒
税

第
三
十
豆
島
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す
る
こ
と
も
出
来
る
し
、
会
樫
上
に
は
費
用
は
在
来
の
民
業
ア
に
於
け
る
よ
り
も
大
に
減
少
し
、
或
は
責
債
e

グ二

屠
安
く
し
、
消
費
者
の
負
携
を
減
少
し
つ
つ
、
政
府
に
一
層
多
〈
の
牧
入
を
奉
げ
し

U
る
こ
と
と
も
な
ら
う
。
或

は
酒
の
買
債
を
下
け
な
い
な
ら
ば
向
ほ
一
層
に
も
増
肢
を
得
る
で
あ
ら
う
。
勿
論
、
其
貰
債
は
牧
入
上
の
見
地
か

ら
の
み
で
な
く
、
負
曜
日
公
平
の
見
地
か
ら
も
考
へ
て
、
低
き
品
等
の
物
に
は
一
層
安
〈
し
、
高
級
品
に
は
一
層
高

〈
す
る
と

2
も
あ
あ
で
あ
ら
う
。

か
く
て
欣
入
上
か
ら
仁
川
」
よ
、

公
平
上
か
ら
に
せ
よ
、
物
の
宵
債
を
引
上
げ
る

rけ
に
て
は
、
其
消
費
を
座
泊
一
し
、
主
(
を
制
限
す
る
こ
と
と
も
な
る
け
れ
ど
も
、
業
が
酒
の
や
う
な
も
の
に
闘
す

る
限
り
は
忍
び
得
る
の
で
あ
り
、
此
酷
か
ら
し
で
も
酒
の
専
責
は
遁
営

rと
い
ふ
を
得

ι。
外
圃
に
於
け
る
之
が

専
寅
の
貫
例
に
あ
り
て
も
ま
た
買
に
酒
消
費
の
或
度
の
抑
制
と
い
ふ
こ
左
が
め
っ
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
専
貰

制
は
酒
よ
ち
最
大
の
税
耽
入
を
奉
ぐ
る
の
方
法
で
あ
し
、
業
の
み
な
ら
や
、
会
平
課
税
上
に
色
、
生
産
及
一
枇
曾
政

策
、
教
育
及
衛
生
政
策
、
課
税
技
術
上
に
も
相
営
有
利
な
る
働
き
を
佐
川
し
得
る
も
の
で
あ
る
ぷ
そ
し
て
之
を
断
行

す
る
と
す
れ
ば
、
今
日
の
や
う
に
営
業
者
の
闘
っ
て
居
る
時
が
一
番
に
買
牧
貫
行
の
し
易
い
時
な
の
で
あ
る
。

に
改
善
策
l

l併
し
又
、
現
行
制
度
の
根
本
を
動
か
さ
守
し
て
、
或
度
ま
で
増
収
目
的
を
遣
し
ゃ
う
と
す
る
な
ら

ば
、
凡
そ
究
の
や
う
な
も
の
が
考
へ
ら
れ
る
。

小
川
一
抽
の
消
費
ぞ
促
進
す
る
方
法

い
景
気
宣
揚
策
!
1
前
に
も
い
ふ
如
〈
、
今
日
酒
税
減
牧
の
最
大
の
直
接
原
因
は
、
経
梼
界
の
不
況
で
め

ち
、
其
矯
め
酒
の
消
費
が
減
少
し
、
且
つ
酒
税
の
遁
股
や
滞
納
や
不
納
を
も
増
加
し
て
、
郎
ち
其
の
不
景
気
の
影
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J
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響
が
先
づ
消
費
者
に
及
び
、
更
に
管
業
者
に
も
及
ん
で
居
る
の
だ
か
ら
、
比
繭
根
を
除
〈
の
に
は
、
景
気
を
直
す

よ
り
外
に
早
道
は
な
い
の
で
あ
る
。
今
や
政
府
も
之
が
矯
め
に
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
出
で
ゃ
う
と
し
て
居

る
が
、
其
は
恐
ら
く
酒
税
の
減
牧
を
喰
止
め
て
、
之
が
増
牧
を
驚
ら
し
得
る
で
あ
ら
う
。
但
し
、
か
か
る
政
策
自

身
が
高
金
の
も
の
か
は
疑
は
し
く
、
た
Y

一
時
的
の
も
の
に
終
り
て
、
や
が
て
間
も
な
く
行
詰
り
を
生
や
る
こ
と

に
は
な
ら
う
。

、、，Jろ
酒
に
闘
す
る
正
営
な
る
智
識
の
普
及
ー
ー
ー
酒
税
減
牧
を
防
ヤ
の
が
念
務
だ
か
ら
と
い
ふ
て
、

J

，‘、

費
提
脚
や
節
約
問
止
と
い
ふ
や
う
な
事
を
普
及
す
る
こ
と
は
正
し
く
な
い
。

一
一
般
に
、
消

一
般
に
い
ふ
て
節
約
k
い
ふ
こ
と
は

伝L
:~~ 

'--

邑
幅
上
に

zu
、
縄
枠
上
に

h
哩
t
J
F
ニ
レ
コ
じ
め
る
。
惜
し
、
闘
に
つ
訟
で
は
暗
に
立
が
消
費
の

窓
口
毒
の
み
を
説
き
て
、

た
だ
之
を
耕
一
悪
す
る
所
の
一
の
迷
信
を
植
付
け
る
の
は
戚
心
し
な
い
。

我
邦
に
は
禁
酒
運

勤
者
が
あ
っ
て
之
を
読
き
、
皮
相
的
の
智
識
を
有
っ
た
道
徳
者
が
あ
っ
て
之
を
詫
き
、
酒
は
た
だ
有
害
だ
と
い
ふ

こ
と
を
高
調
す
る
け
れ
ど
も
、
併
し
此
を
適
量
に
用
ゐ
る
に
於
て
は
葉
が
健
康
上
に
は
、
勢
働
力
の
回
復
を
驚
ら

し
、
消
化
を
助
け
、
替
養
を
助
け
る
い
じ
い
ふ
こ
と
る
あ
り
、
随
つ
て
は
極
端
円
上
に
も
能
率
を
後
揮
し
、
祉
交
上
に

は
融
和
を
助
長
す
る
と
い
ふ
こ
と
も
あ
る
の
で
あ
つ
で
、
之
が
消
費
の
抑
座
よ
り
は
.
む
し
戸
遁
営
な
る
消
費
こ

そ
は
奨
繭
す
べ
き
も
の
に
属
す
る
。
そ
し
て
此
保
健
上
に
は
混
成
の
西
洋
酒
な
ど
よ
り
も
、
純
日
本
酒
の
方
が
一

唐
良
好
で
あ
る
の
で
め
る
。
政
府
と
し
て
は
特
に
此
が
大
切
な
る
財
源
で
あ
り
、
之
を
掴
養
す
る
の
必
要
も
あ
り
、

労
々
、
大
に
此
酒
の
本
質
及
通
営
な
る
消
費
を
宣
博
す
る
所
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
在
は
禁
酒
運
動
よ
り
も
酒
善

多
牧
手
段
ー
と
し
て
の
酒
税

第
三
十
五
巻

第
五
披
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多
牧
手
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し
て
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酒
税
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六
一

O

第
五
時
肌

四

用
運
動
の
起
ら
ん
こ
と
を
望
ひ
も
の
で
あ
り
、
此
が
盛
ん
に
な
っ
た
な
ら
ば
、
酒
税
の
減
肢
を
喰
止
め
、
却
っ
て

之
が
一
層
の
増
肢
を
も
来
た
す
で
あ
ら
う
。
然
る
に
従
来
、
此
結
に
つ
き
営
局
者
が
何
等
の
施
潟
を
も
し
な
か
っ

た
の
は
遣
戚
で
あ
る
。

間
生
産
者
の
鰹
梼
上
の
地
位
ぞ
向
上
す
る
方
法

、、.. ，J い
間
接
な
る
も
の

i
前
に
い
ふ
酒
の
消
費
を
促
進
す
る
方
法
は
、
や
が
て
生
産
者
の
地
位
を
向
上
す
る
こ

2
t
も
な
る
G

そ
し
て
彼
等
を
し
て
楠
税
を
滞
納
又
は
不
納
に
仲
枯
ら
し
め

F
る
の
み
な
ら
守
、

一
層
主
一
生
産
高
を

情
膿
し

τ、

ろ

直

接

の

方

法

間
酒
の
生
産
販
責
方
法
の
合
理
化
l
!
?酒
の
生
産
方
法
は
段
々
と
改
良
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
特
に
政
府
色
霜

一
層
多
国
の
内
問
vp-Jb
得
古
「
レ
め
る
こ
と
と
な
る

σめ
ら
う
。

J
j
(
J
1
;
 

め
に
醸
造
試
験
所
を
も
設
け
て
之
を
助
長
し
つ
つ
あ
る
。
其
れ
で
段
々
と
酒
の
生
産
費
の
低
下
を
来
た
し
つ
つ
あ

る
り
れ
ど
も
、
情
ほ
之

rけ
に
甘
ん
ぜ
今
、
も
つ
正

f
I生
産
費
の
低
下
を
計
る
こ
と
に
な
芯
な
ら
ば
、
酒
の
債
は

盆
々
下
り
得
て
消
費
は
増
加
し
、
生
産
者
に
於
て
税
の
滞
納
不
納
な

E
に
陥
る
こ
と
な
く
し
て
済
む
で
あ
ら
う
。

前
ほ
葉
上
に
も
従
来
の
酒
の
販
責
組
織
に
於
け
る
不
合
理
を
も
合
理
化
し
、
之
を
も
っ
と
簡
単
な
る
組
織
と
す
る

こ
と
が
出
来
た
な
ら
ば
、
其
方
か
ら
し
で
も
貰
債
炉
支
く
な
り
得
て
消
費
の
増
加
に
貢
献
し
得
る
で
あ
ら
う
。

間
酒
造
組
合
へ
の
金
融
助
成
|
|
今
日
酒
税
の
納
積
が
甘
く
行
は
れ
?
、
業
の
滞
納
不
納
の
多
〈
生
子
る

の
は
.
酒
造
家
の
鰹
梼
上
金
融
上
窮
迫
し
て
居
る
矯
め
な
の
で
あ
る
か
ら
、
之
を
匡
救
す
る
鴻
め
に
は
、
政
府
に



於
て
預
金
部
の
特
別
に
低
利
な
る
費
金
を
、
彼
等
の
組
合
に
貸
付
す
る
こ
と
に
す
る
の
が
一
の
便
誌
と
考
へ
ら
れ

る
。
斯
や
う
な
事
を
凡
べ
て
の
種
類
の
事
業
者
に
ま
で
及
ぼ
す
こ
と
は
出
来
ぬ
で
あ
ら
う
が
、
酒
造
業
の
如
〈
、

大
額
の
納
税
に
営
る
も
の
に
は
其
れ
位
の
便
法
を
聞
い
て
も
良
い
や
う
に
忠
ふ
。
(
今
日
で
も
、
預
金
部
資
金
が

興
銀
を
通
じ
て
酒
造
家
に
融
通
さ
れ
て
居
る
が
、
其
利
子
は
七
分
で
、
低
利
と
は
い
へ
な
い
。
興
銀
を
遁
さ
L

で
し

て
、
も
っ
と
低
利
な
る
賛
金
を
融
通
す
る
や
う
に
し
て
は
何
う
か
。
)

mw課
税
方
法
の
改
正

い
課
税
物
件
の
菰
張
と
し
て
、
生
葡
締
捕
の
課
税
ぞ
行
ふ
こ
と
|
|
|
従
来
、
衛
生
上
の
見
地
か
ら
生
葡
萄
酒

を
兎
税
し
た
の
は
、
業
趣
旨
は
一
躍
は
通
ほ
る
け
れ
ど
も
、
此
が
特
に
其
れ
ぽ
ど
ま
で
に
し

τ保
護
す
べ
き
も
の

か
何
う
か
は
疑
あ
り
と
す
る
。
特
に
之
ヤ
消
費
す
る
者
は
概
し
て
は
、
な
し
ろ
傍
格
あ
る
階
級
で
あ
り
、
之
に
課

税
し
た
か
ら
と
い
ふ
て
堪
へ
ら
れ
ぬ
と
い
ふ
程
の
も
の
で
は
な
い
。
特
に
之
を
無
税
と
し
て
置
き
つ
つ
、
他
種
の

酒
を
高
〈
課
税
し
て
居
る
の
で
は
大
な
不
公
平
で
色
あ
る
。
特
に
他
方
、
酒
の
代
用
品
た
る
清
碍
飲
料
に
課
税
し

て
居
る
。
業
と
の
釣
合
か
ら
い
ふ
て
も
、
生
葡
萄
酒
に
不
課
税
左
い
ふ
こ
と
は
営
を
得
な
い
ゃ
う
で
あ
る
。
其
慮

で
此
に
も
課
税
す
る
こ
と
に
し
に
な
ら
ば
、
主
(
か
ら
直
接
生
や
る
の
牧
入
が
め
る
の
み
で
な
く
、
此
新
に
有
税
と

な
っ
た
生
葡
萄
酒
か
ら
有
税
な
る
他
種
の
酒
へ
消
費
の
移
動
す
る
に
よ
り
で
酒
税
牧
入
を
増
加
す
る
と
い
ふ
こ
と

に
も
な
る
。

ろ
税
宰
の
引
上
1
1
l
此
税
率
の
引
上
と
い
ふ
こ
と
が
最
簡
車
な
る
増
牧
方
法
の
ゃ
う
で
あ
る
が
、
之
が
引
上

は
必
宇
し
も
増
牧
を
件
は
歩
、
む
し
ろ
誠
牧
を
件
ふ
こ
と
も
あ
っ
て
、
我
国
今
日
の
粧
に
で
も
此
以
上
の
引
上
に

多
岐
手
段
と
し
て
の
酒
税

第
三
十
五
巻

一
五
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第
五
時
踊

よ
り
で
は
却
っ
て
減
牧
す
る
や
う
に
な
る
か
も
知
れ
ぬ
。
此
勤
は
最
近
の
物
債
の
下
落
に
よ
り
て
貫
質
的
に
は
税

率
の
引
上
が
行
は
れ
た
と
同
じ
や
う
な
結
果
に
も
な
っ
て
居
る
の
で
、
向
夏
に
増
肢
を
期
し
て
の
此
際
の
税
率
引

上
が
不
得
策
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
併
し
又
、
或
は
倫
ほ
少
々
位
の
引
上
な
ら
ば
其
が
行
は
れ
て
多
少
の
増
収

(
翠
割
額
に
て
)
が
得
ら
る
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
何
れ
に
せ
よ
酒
税
の
や
う
な
、
消
費
制
限
の
許
ぎ
る
バ
き
物
へ
の

課
税
に
て
は
、
税
率
を
定
め
る
の
に
、
最
大
の
牧
入
の
得
ら
る
る
度
に
止
め
る
の
を
得
策
と
す
る
か
ら
、
此
見
地

か
ら
、
も
っ
と
税
率
を
引
上
げ
て
も
増
牧
の
見
込
さ
へ
立
て
ば
之
に
鴎
踏
す
る
に
及
ぱ
ぬ
。
此
見
地
か
ら
の
判
断

は
六
っ
か
し
い
け
れ
ど
も
、
外
国
、
特
に
英
刷
、
ど
の
比
較
か
ら
い
ふ
?
と
、
術
ば
我
園
の
酒
税
率
に
引
上
の
僻
地
は

あ
る
ゃ
う
で
あ
る
。
最
比
鞭
し
易
手
妻
酒
に
つ
い
て
見
る
の
に
、
英
圃
の
税
は
事
責
上
、
一
ηノ

l
ト
Y

に
つ
き
日

本
貨
に
し
て
拾
八
銭
ほ
ど
に
営
る
に
封
し
、
日
本
の
は
拾
参
銭
入
厘
六
毛
に
営
る
に
遁
ぎ
な
い
。
か
く
財
政
牧
入

上
は
も
っ
と
税
率
引
上
の
飴
地
が
あ
る
や
う
に
も
思
は
る
る
節
は
あ
る
が
、
併
し
、
他
方
、
枇
曾
政
策
上
、
生
活

線
に
あ
る
者
に
し
て
、
生
活
上
の
必
要
に
属
す
る
所
得
を
も
割
い
て
酒
を
飲
用
し
て
居
る
や
う
な
下
艇
の
人
々
に

過
大
の
負
携
を
負
は
し
め
て
、
其
生
活
を
勝
一
泊
一
す
る
と
い
ふ
心
配
は
あ
る
。
此
黙
を
考
慮
に
入
れ
る
と
き
に
、
此

耽
の
税
率
を
引
上
る
と
き
に
は
、
他
方
に
従
来
あ
る
所
の
比
較
的
必
要
品
に
劃
す
る
消
費
税
の
暁
宰
守
其
れ
だ
け

剖

引
下
げ
た
く
、
卸
ち
酒
税
の
勝
京
市
は
生
活
必
要
品
粧
の
代
り
と
す
る
と
い
ふ
こ
と
に
あ
る
ゃ
う
で
あ
る
。
卸
ち
他

の
比
較
的
必
要
な
る
物
の
消
費
税
を
其
憧
に
し
つ
つ
、
酒
税
の
み
の
引
上
に
は
障
躍
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
併
し

又
、
時
の
事
情
に
よ
り
で
は
牧
入
上
の
必
要
が
痛
切
で
、
業
矯
め
祉
合
政
策
上
の
考
慮
を
犠
牲
に
す
る
の
も
恕
す

ペ
き
こ
と
で
は
あ
る
。
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ω課
穂
物
件
捕
捉
賭
の
盛
夏
|
|
印
ち
年
来
、
酒
税
に
つ
き
で
は
、
生
産
税
を
庫
出
稼
に
改
め
て
は
何
う
か

左
の
議
が
あ
り
、
之
に
よ
り
納
税
上
一
層
便
宜
を
得
る
営
業
者
も
あ
っ
て
、
随
つ
て
は
酒
税
の
滞
納
不
納
を
減
少

す
る
こ
と
に
な
る
ゃ
う
で
め
る
け
れ
ど
も
、
他
方
に
、
現
賦
に
よ
り
て
一
層
の
便
宜
を
享
け
、
改
正
に
よ
り
て
却

っ
て
不
利
を
受
〈
る
者
も
あ
る
の
で
、
此
が
改
正
に
障
時
せ
ら
る
る
。

ω酒
の
密
造
密
轍
入
の
一
層
の
取
締
l

|
此
は
従
来
と
て
も
相
官
に
属
行
し
て
居
る

η
れ
ど
も
、
情
ほ
一
屠

に
之
を
最
重
に
す
る
の
は
、
酒
税
の
増
肢
を
期
す
る
上
に
は
必
要
で
あ
4
0
0

尤
も
、
ま
(
貼
か
ら
生
・
で
あ
結
果
は
、

大
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
け
れ
E
も。

僻

輸

以
上
要
之
、
酒
税
は
本
来
会
卒
、
世
曾
政
策
等
々
の
見
地
か
ら
は
良
き
税
で
は
あ
り
得
ぬ
け
れ

E
も
、
財
政
肱

入
上
の
見
地
に
於
て
有
力
な
る
積
で
め

h
、
王
座
を
占
め
る
と
も
い
ふ
べ
〈
.
賓
際
の
財
政
は
永
〈
之
に
よ
り
て

支
持
せ
ら
る
る
の
外
な
く
、
特
に
今
日
の
や
う
な
赤
字
財
政
に
際
し
て
は
、
一
層
之
に
依
頼
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
然
る
に
近
年
、
主
(
減
牧
傾
向
が
め
ち
、
其
原
因
に
は
替
業
者
側
、
消
費
者
側
、
政
府
側
に
色
々
の
も
の
を
見

出
し
得
る
け
れ

E
も
、
経
搾
界
の
不
此
の
如
き
は
最
大
な
る
も
の
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
之
を
し
て
一
層
の
増
牧
を

潟
き
し
め
る
の
に
は
、
根
本
的
に
は
、
課
税
方
法
を
専
買
に
改
造
す
る
こ
と
に
よ
る
の
が
望
ま
し
〈
、
恰
か
色
其

に
は
今
日
が
好
時
機
で
あ
る
。
併
し
、
之
を
行
は
宇
し
て
増
牧
を
計
ら
う
と
思
へ
ば
、
鰹
油
開
界
の
景
気
を
引
直
す

の
が
先
づ
何
よ
り
も
大
切
で
あ
る
け
れ

E
色
、
業
外
に
も
、
酒
に
闘
す
る
正
営
な
る
智
識
の
普
及
を
計
り
、
酒
の

生
産
販
買
組
織
の
合
理
化
を
計
り
、
若
干
税
率
の
引
上
を
も
行
ふ
事
な
ど
が
有
致
な
も
の
の
や
う
で
あ
る
。
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